提出資料（課題1.4）：

１．氏名・所属：後藤治（都市建築デザイン学科）、宮澤健二（建築学科）
２．研究課題：都市型木造建物・伝統木造建物の耐震診断・補強法の開発と推進
３．研究内容（1000字程度、専門外にも分かりやすい図表・写真などを含める）：

現在、日本国内においては、大規模地震時に大きな被害を受けない建物の割合を高めることが喫緊の課題になっている。そのためには、既存建物の耐震補強が必要で、とくに建築基準法に新耐震基準が導入された1981年以前に建設された建物は、最も安全性に問題を抱えている可能性が高く早急な補強が必要と考えられている。なかでも戸建ての木造住宅が密集して建ち並ぶ都市部の市街地は、地震時に発生する火災が延焼して大きな被害が発生することが想定され、かつ、地震時に倒壊した住宅が緊急自動車用の道路を塞ぐ事態も想定される。このため、都市部の木造住宅については、都市防災の観点から、耐震性能の改善だけでなく、同時に防耐火性能の向上も求められている。
　国や地方公共団体も、既存建物の耐震化や都市部の防災対策のために、公共事業を行ったり、補助や税制上の優遇を行ったりするなど、様々な施策を行っている。けれども、それらの改良は予想以上に進んでいない状況にある。その理由のひとつは、改良にかかる費用の問題がある。本研究では、こうした課題を解決するために役立つ耐震診断方法や補強方法の開発を行いたい。本研究ではとくに、都市部に所在する1981年以前に建設された木造住宅のうち、歴史的・文化的価値を持つ建物に注目している。これらの建物は、耐震補強や防耐火性能の向上が必要なだけでなく、安易に改良すると、歴史的・文化的価値を失う恐れがあり、改良する場合には慎重に方法を検討する必要がある。また、建物に用いられている伝統的な工法が持つ性能についても、科学的な実験研究がこれまで多くは行われていないため、明らかにされていない点が多い。加えて、建設された後すでに相当の年数を経過していることから、その性能がどの程度保持されているのかを診断する方法も確立されていない。本研究では、歴史的・文化的価値を単に継承することが可能になるだけでなく、簡便で廉価に診断や改良が行える方法の開発を目指したい。具体的には、土壁等の既存の壁面に対する改良や控え柱・控え壁による改良に注目している。
４．当該研究課題の成果が研究プロジェクトに果たす役割：
首都圏には、古い木造家屋が密集して市街地を形成している地区が多数残されており、そのなかには、歴史的・文化的価値という点から、将来に継承することが望まれる地区が存在する。本研究は、そうした市街地の地震時火災による被害の発生防止等の防災対策や、歴史的建築物の保存継承、歴史的風致にあった新たな建築物の建設などに貢献することができる。
５．本年度に得られた成果：

後藤は、主に歴史的建築物の補強及び歴史的・文化的な価値を持つ都市部の密集市街地の消防対策という面から研究を進めており、宮澤は主に都市部にある木造建物や伝統工法による木造建物の耐震診断・耐震対策という面から研究を進めた。
６．成果の公表実績（本年度の大会発表、査読付き論文等への投稿など）：
・鳥海基樹、後藤治、村上正浩、大橋竜太、関澤愛：フランスに於ける文化財建造物の防犯・防災に関する研究－内部専門組織を活用した安全計画のさらなる総合化、日本建築学会計画系論文集646号、PP2731 -2737、2009.12、査読付
・後藤治：英仏の文化財建造物の消防計画と文化財レスキュー、文化遺産を災害から守る2009-2、日本建築学会災害対策小委員会、PP5-6、2009.11
・後藤治：文化財建造物の消防設備と防災対策の課題－2008年度「重要文化財建造物の総合防災対策検討会」の詳細調査から－、文化遺産を災害から守る2009-1、日本建築学会文化財災害対策小委員会、PP13-14、2009.11
・後藤治：文化財保存と安全性の両立、東京大学生産技術研究所ICUS研究セミナー、2009.11
・後藤治、関澤愛、三浦卓也、村上正浩：それでも「木密」に住み続けたい－路地裏で安全に暮らすための防災まちづくりの極意、彰国社、PP1-254、2009.10
・後藤治：米英仏独における歴史的建築物の火災対策：火災、Vol59No5、PP13-18、2009.10
・後藤治：海外における文化財防災：文化庁月報、492号、PP22-23、2009.9
・高山基、後藤治、関澤愛、廣井悠：国宝・重要文化財建造物の防災に関する共助体制について、日本建築学会大会、A-2PP107-108、2009.8
・大橋竜太、後藤治：アメリカの建築保存制度における実践的アプローチについて　カリフォルニア州歴史的建造物コードを例に、日本建築学会大会F-2PP359-260、2009.8

・大塚哲也、後藤治、吉澤政己：長野県松本市旧念来寺鐘楼について、日本建築学会大会F-2PP449-450、2009.8

・細野美希、後藤治：山梨県笛吹市旧大森家住宅について、日本建築学会大会F-2PP501-502、2009.8
・宮澤健二、津田千尋、佐野文之、井澤泰雄、入江康隆、石田早耶香：大規模木造建築物の耐震補強と補強効果の確認に関する研究―常時微動測定と解析手法による検証―、構造工学論文集（投稿中）、2010.3、査読付
・鈴木賢人、宮澤健二、津田千尋：複雑平面形状木質住宅の耐震挙動と耐震性向上について、構造工学論文集（投稿中）、2010.3、査読付
・野口昌宏、坂田弘安、和田章、宮澤健二：材端に設置された木質鋼板単体ボルト接合の繊維直角方向荷重に対する強度算定方の提案、日本建築学会構造系論文集、Vol.74 No.640、pp.1099-1105、2009.6、査読付
・芝沼健太、吉岡圭介、津田千尋、御子柴正、宮澤健二：木造住宅のための制振構造の振動台実験その３　低降伏点鋼制振壁実大振動実験、日本建築学会大会、2009.8
・吉岡圭介、津田千尋、御子柴正、宮澤健二：木造住宅のための制振構造の振動台実験その４　低降伏点鋼制振壁の考察、日本建築学会大会、2009.8
・西村彰敏、吉岡圭介、津田千尋、宮澤健二：木造住宅のための制振構造の振動台実験その５　低降伏点鋼制振壁の改良と静加力実験、日本建築学会大会、2009.8 
・宮澤健二、入江康隆、津田千尋、疋田慎二：木質住宅の耐震性評価のための立体解析手法の整備とその応用に関する研究　その４．立体動的偏心の課題と実大実験計画、日本建築学会大会、2009.8 
・津田千尋、吉岡圭介、入江康隆   疋田慎二、御子柴正、宮澤健二：木質住宅の耐震性評価のための立体解析手法の整備とその応用に関する研究　その５．立体偏心に関する振動大実験、日本建築学会大会、2009.8
・緑川直樹、宮澤健二、津田千尋、大西健司、疋田真二：木質住宅の耐震性評価のための立体解析手法の整備とその応用に関する研究　その６．立体偏心実大実験のための鉛直壁構面実験、日本建築学会大会、2009.8
・疋田慎二、津田千尋、大西健司、宮澤健二、綴喜寛人：木質住宅の耐震性評価のための立体解析手法の整備とその応用に関する研究  その７．立体偏心実大供試体の静加力試験、日本建築学会大会、2009.8
・綴喜寛人、疋田慎二、津田千尋、宮澤健二：木質住宅の耐震性評価のための立体解析手法の整備とその応用に関する研究  その８．立体偏心に関する解析的研究、日本建築学会大会、2009/8
・迫俊介、鈴木賢人、宮澤健二：複雑形状建物の耐震性評価と性能向上に関する研究　その１　複雑形状の類型化と静的連結問題、日本建築学会大会、2009.8
・鈴木賢人、迫俊介、宮澤健二：複雑形状建物の耐震性評価と性能向上に関する研究　その２　連結振動問題について、日本建築学会大会、2009.8
・岡崎淳、五十田博、篠原昌寿、石本篤史、宮澤健二、御子柴正：オイルダンパーを組み込んだ２層木質架構の震動台実験　その１．震動台実験の概要と制振壁の性能、日本建築学会大会、2009.8
・篠原昌寿、五十田博、岡崎淳、宮澤健二、御子柴正：オイルダンパーを組み込んだ２層木質架構の震動台実験　その２．震動台実験の結果、日本建築学会大会、2009.8
・大西健司、津田千尋、萩原慎太郎、小原勝彦、今西　亨、河本和義、福本満夫：外装サイディング材耐震補強実大供試体引き倒し実験、日本建築学会大会、2009.8
７．２００９年度に使用・使用予定の研究費と内容：
パソコン関係備品等の消耗品費用に使用した。
８．次年度以降の年次計画：

２０１０年度：耐震、防火対策が必要な歴史的・文化的建物の類型化、耐震補強、防耐火性能向上のための具体案の作成
２０１１年度：モデル実験による耐震補強案、防耐火性能向上案の性能の確認、モデルの改良
２０１２年度：改良型モデルの実験による耐震補強案、防耐火性能向上案の性能の確認
２０１３年度：改良型モデルの実務への適用、施工方法の改良
２０１４年度：成果の取りまとめを行い、最終報告会などで公表する
９．主な業績（最近５ヶ年において発表した主な学術論文（掲載された雑誌名を必ず記載してください。ただし、口頭発表は含みません。）、学術研究著書を研究者ごとに発表年次順に記入してください。構想調書作成上の留意事項を参照し、研究プロジェクトに関連する業績を記入してください。）：発表論文名・著書名、発表年月日、レフェリー（査読）付き論文の有無

・後藤治：上条集落観音堂（山梨県甲州市）修理設計、2008.12～2009.3、山梨県景観文化賞建築文化奨励賞、日本民家再生協会民家再生奨励賞
・後藤治：伝統的建造物群保存地区を見直す、都市計画58(1) (277)、PP 11-14 、2009.2
・二村 悟、後藤 治、杉本賢司、戸田啓太、高原達矢：歴史的建築物の屋根修理における古瓦の再用、日本建築学会技術報告集第28号、PP631-634、2008.10、査読付

・二村悟、後藤治、防越麻美：京都府宇治田原町の古老柿（干し柿）づくりに用いる「柿屋」の工法、日本建築学会技術報告集第28号、PP641-644、2008.10、査読付
・後藤治、源愛日児、モリス・マーティン、堀江亨,大野敏：Tenons and tenoned beams in Japanese castle donjons、10th World Conference on Timber Engineering, Miyazaki Kanko Hotel,2008.6、査読付
・鳥海基樹、村上正浩、後藤治、大橋竜太：フランスに於ける公開文化財の総合安全計画に関する研究－安全性能の体系、公的安全マニュアル、ルーアン大聖堂に於ける検証とモデル化－、日本建築学会計画系論文集627号、PP923-930、2008.5、査読付

・後藤治、オフィスビル総合研究所「歴史的建造物の財源確保に関する提言」プロジェクト：都市の記憶を失う前に－建築保存待ったなし！、白揚社、PP1-230、2008.3
・堀江亨,安藤邦廣,後藤治,藤川昌樹,黒坂貴裕,中野茂夫：つくば市の農家における小屋組の変遷－架構の発達と空間構成との関係、日本建築学会計画系論文集613号、PP 65～72、2007.3、査読付

・宮澤健二、津田千尋：木質合板耐力壁の履歴特性に関する研究　 その１　正負繰り返し加力が履歴特性に及ぼす影響、構造工学論文集、Vol.55B、pp.125-130、2009.3、査読付.
・津田千尋、宮澤 健二：木質合板耐力壁の履歴特性に関する研究　 その２　正負繰り返し加力を考慮した履歴特性の解析的考察、構造工学論文集、Vol.55B、pp. 131-138、2009.3、査読付.
・入江康隆、野俣喜則、綴喜寛人、津田千尋、御子柴正、宮澤健二：木質住宅の立体偏心に関する研究　 その１　振動台実験に基づく実大２層試験体の偏心挙動の分析、構造工学論文集、Vol.55B、pp.151-156、2009.3、査読付

・梅森浩、馬場章子、綴喜寛人、宮澤健二：実大振動台実験基づく木質系耐力壁構造の耐震性能に関する研究　 木質断熱複合パネル構造の動的基本性状と直交壁等の効果並びにエネルギー吸収性能、構造工学論文集、Vol.55B、pp. 171-178、2009.3、査読付

・Hiroshi UMEMORI、Nobuto TSUZUKII. Sano、N. Ichimura、Kenji Miyazawa：Shaking table test and seismic property evaluation of wooden house with various types of shear walls、Proc. of 10th World Conference on Timber Engineering、ｐ.298、2008.6、査読付
・Kenji MIYAZAWA、Takanori AKIYAMA：Three Dimensional Elasto-plastic Analysis Method of Wooden House and It’s Application to Evaluation of Seismic Property - Part 2 Application of Analysis Method、Proc. of 10th World Conference on Timber Engineering、p.303、2008.6、査読付
・Masahiro Noguchi、I. Sano, N. Ichimura、Kenji Miyazawa：3D full-scaled static loading tests and seismic evaluation on wooden houses with the intermediate story、Proc. of 10th World Conference on Timber Engineering、p.386、2008.6、査読付
・Takanori Akiyama, Kohara Katsuhiko and ,Kenji Miyazawa：Three Dimensional Elasto-plastic Analysis Method of Wooden House and It’s Application to Evaluation of Seismic Property - Part 1 Examination of Analysis Method、Proc. of 10th World Conference on Timber Engineering、p.416、2008.6、査読付
・Nobuyoshi Yamaguchi, Masato Nakao, Masahide Murakami and Kenji miyazawa.：Calculation Method of Lateral Strengths and Ductility Factors of Constructions with Shear Walls of Different Ductility、 Proc. of the 2008 Seismic Engineering Commemorating 1908 Messina and Reggio Calabria Earthquake 、2008.7  、査読付 

・入江康隆、鶴田純一、秋山高規、宮澤健二：常時微動測定に基づく現代的構法による木造寺院本堂2棟
の振動特性の特徴(構造)、日本建築学会技術報告集、14（27）、pp.91-94、2008.3、査読付

・中尾方人、村上雅英、山口修由、 宮澤健二：壁式木質構造における層の水平耐力と構造特性係数 : 剛性とポテンシャルエネルギーを用いた耐力要素の性能評価法、日本建築学会構造系論文集、73 624、pp. 291-298、2008.3、査読付

・宮本俊輔、宮澤健二、稲山 正弘、村上 雅英：木質多層耐力壁構面の簡易応力算定法に関する研究、構造工学論文集、Vol.54B、pp. 129-136、2008.3、査読付
・秋山高規、綴喜寛人、宮澤 健二：立体弾塑性解析による木造軸組構法住宅の耐震性能評価、構造工学論文集、Vol.54B、pp. 143-14、2008.3、査読付
・野口昌宏、吉村剛、宮澤健二：シロアリ被害を受けた木材の縦及び横圧縮強度、構造工学論文集、Vol.54B、pp. 171-176、2008.3、査読付

・入江康隆、宮本俊輔、宮澤健二：常時微動測定に基づく静岡県に建つ4棟の寺院本堂のモデル化とその剛性減衰評価、日本建築学会構造系論文集、No.608、pp.85-92、2006.、査読付
・津田千尋、服部大介、佐藤友彦、五十田博、宮澤健二：実在木造住宅移築加振実験、日本建築学会技術報告集、No.23、pp.149-154、2006.　、査読付
・Kenji MIYAZAWA、Takanori AKIYAMA、Seiichi SUGISAKI：Grasp of earthquake-proof behavior, evaluation of seismic-performance in the wooden frame construction house by three dimensional elasto-plastic analysis, and the application、Proc. of 9th Canadian Conference on Earthquake Engineering、2006.7、査読付
・Chihiro TSUDA、Kenji MIYAZAWA：A study on the strong motion characteristic of the wooden dwelling house(Response hysteresis loop and period, equivalent linearization)、Proc. of 9th Canadian Conference on Earthquake Engineering、2006.7、査読付
１０．期待される成果と公表計画（次年度以降の査読付き論文等への投稿計画など）

日本建築学会の論文集、技術報告集、構造工学論文集を中心に論文を投稿する予定。また、日本建築学会大会並びにWCCE2010（World Congress of Timber Engineering）で成果を口頭発表する予定。
１１．学外研究者：所属・職、研究者名、研究プロジェクトにおける研究課題、当該研究課題の成果が研究プロジェクトに果たす役割、を記入

・河合直人：（独）建築研究所上席研究員、伝統木造建築物の耐震化と防火性能の向上

１２．　協力機関：機関名、期間、担当者（氏名・所属・連絡先）


・株式会社石川工務所、2010～2013年度、石川重人、山梨県甲州市
・有限会社熊谷産業、2010～2013年度、熊谷秋雄、宮城県石巻市北上町

１３．科学研究費補助金の申請・採択状況：平成19年度及び平成20年度に採択されたものについて、年度、研究種目、研究課題名、研究者名（代表・分担の別）、採択金額（千円）（採択された課題のみ）を記載
・平成19・20年度：特定領域研究、建築物及び都市施設の保全に関わる法令・基準の整備と技術革新、後藤治（研究代表者）、3900千円、3100千円
・平成19･20年度：基盤研究、文化財建造物の保存に必要な木材及び植物性資源の安定確保の基礎的要件に関する研究、山本博一（研究代表者）・後藤治（研究分担者）他、3200千円、1400千円
・平成19･20年度：基盤研究、日本建築様式の再構築、藤井恵介（研究代表者）・後藤治（研究分担者）他、550千円、550千円
・平成19･20年度：基盤研究、災害時を想定した歴史的建造物保全のための総合的研究、足立裕司（研究代表者）・後藤治（研究分担者）他、400千円、300千円
１４．科学研究費補助金以外の研究費補助金等（文部科学省以外の官庁等、特殊法人、地方公共団体からの補助金及び委託費を含む）の受け入れ状況（平成19年度及び20年度に100万円以上受け入れたものについて、年度、研究費配分機関名、補助金等の名称、研究課題名、研究者名、補助金等額（百万円）を記載
・文部科学省・学術フロンティア推進事業／平成18～20年度／179,200千円、研究課題名「地震防災および環境共生に関する新技術の応用に関する研究」（研究代表者：宮澤健二）、木質系建築物の耐震限界性能と維持保全・新技術の応用研究を分担：宮澤健二・後藤治）

１５．研究設備（１個又は１組の価格が５００万円以上、本事業費で申請予定のもの）：整備年度、研究設備名、主な使用目的、事業計画額（千円）、見積もり・システム図など補足資料をつける

なし

１６．その他の研究装置・設備の概要（EEC/Post EECや私学研究助成などで既に整備されており、本プロジェクトで使用予定なもの）： 整備年度、研究装置・設備名、主な使用目的
2011～2013年度　補強・改良した土壁等の耐震性能を確認するため、振動台等の実験設備を使用する予定。
・高山基、後藤治、益尾孝祐、門主学、細野美希：農村部の伝統的建造物群保存地区における保存基準の再考、日本建築学会技術報告集、投稿中（採択決定）、2010．2
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